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2024(令和６)年度予算が賛成多数で成立

　経常的、義務的な市民サービスは維持しつつ、公園用
地の取得や連続立体化事業の遅延等、数年前には想定で
きなかった支出も増える中で収支均衡を図ることは大
変なことだったと理解し、予算案に賛成する。
　税収の伸びが見通せない中、基金を積んで来たことが
現状を支えているが、今後は楽観を許さない。 経済的に
厳しい状態に置かれた市民も少なくない。 市民福祉の
向上のため、客観的な視点で議論を重ね、議会で決定し
て説明責任を果たす、というサイクルを確立しなければ
ならない。 4事業の廃止が反映されたが、推進している
事業の中にも疑問のあるものが散見される。

超党派
無所属

ただ一人、初当選から21年間
政党や特定の団体の
支援を一切受けない
完全無所属の市議会議員

6月定例議会は6月3日(月)～25日(火)の予定です。
全ての議案や全議員の一般質問等が出揃う5月27日を待って、
6月2日(日)に情報提供・共有のための「まさたかミーティング」
を開く予定です。 詳細は次号でお知らせします。

■令和6年度 6月定例議会の予定

5月17日(土)19時～20時30分＠市民センター
東村山市議会として3か月ごとに公式に開催して11年目。 
議長以下全議員で準備をして皆様のご参加をお待ちしています。

■東村山市議会報告会の予定

東村山駅から東へ延びる通称さくら通り

　こども計画の策定は、現在の施策を棚卸して並べ直し
たような内容にならぬよう、子ども、若者の声を大いに
反映させ、専門家の知見も借り、関係者を巻き込み、自由
で闊達な議論が行われることを願う。子どもを一人の主
権者として扱い、小中学生やハイティーン世代が大人と
同じように、自分の判断で相談できる場を早急に整える
べきだ。 多磨全生園では入所者の高齢化が一層進み、
待ったなしの状況であり、一刻も早く「人権の森構想を
掲げる地元自治体として、人権学習の拠点として整備し
ていきたい。国にも自治会にも協力してほしい」という
率直な思いを表明してほしい。

※小町明夫議長（自民党）は裁決に加わりません　〇＝賛成／●＝反対
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市15号
市16号
市17号
市18号
市19号

令和6年度 一般会計決算
令和6年度 国民健康保険事業特別会計予算
令和6年度 後期高齢者医療特別会計予算
令和6年度 介護保険事業特別会計予算
令和6年度 下水道事業会計予算

無　会　派立民草の根日本共産党公　明　党自由民主党市議団

可決
可決
可決
可決
可決

議決
結果議　　案　　名議案

番号

市＝市長提出議案

３月議会の最終日に新年度予算が賛成多数で可決しました。
私は一般会計について次のような意見を述べた上で賛成しました。

全議員の予算案に対する賛否一覧（佐藤まさたか作成）
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マニフェスト
大賞
受賞

※公民館、市民センターへは直接おいでください。オンラインはZoom
のアドレスをお伝えしますので、下記のメールアドレスまでお問い合
わせください。　gachapin@sato-masataka.net

佐藤まさたか活動報告＆意見交換会
まさたかミーティングに
お出かけください！

2024年4月のまさたかミーティング
① 朝まさたか＠廻田公民館
 4月20日(土) 10時～11時半
② 午後まさたか＠市民センター
 4月21日(日) 15時～16時半
③ 夜まさたか＠オンライン
 4月21日(日) 20時～21時半

誰でも参加いただけるオープンな場です

お一人お一人の
ご意見やご提案を
ぜひお会いして
聴かせてください

秋水園のごみ焼却施設
再整備は一旦凍結＆再検討に
　2024（令和6）年度から動き出すは
ずだった秋水園のごみ焼却施設の建替えが凍結されま
した。 理由は①予定事業費が当初見通しの約1.5倍（100
～120億円⇒160～180億円）に膨らんだ ②国の補助金
が見込み通りに確保できなくなりそうという大きく2
つ。 他の大きな事業が相次ぐ中で不確定要素を抱えな
がらのスタートを避けた、とも言えると思います。
　では今後は…と言えば、現実には選択肢は多くなく、
東久留米市との市境で稼働中の「柳泉園組合（清瀬市、東
久留米市、西東京市の廃棄物を共同処理するための一部
事務組合）」の構成自治体に加えてもらう、という道を目
指すものと思われ、2024年度は事務レベルで折衝を進
めると答弁がありました。 かつて何度か「破談」になっ
たと聞いているので、ハードルもありそうです。 老朽化
した現在の焼却炉の限界も見極めながらの数年になり
そうです。
中学校全員給食は令和8年度スタートへ
給食費無償化は見送られました
　昨年の市議会で陳情を全会一致で採択し
たことや、現在の方式に課題があることか
ら、市は2026（令和8）年度当初から中学校全7校で一斉
に「全員給食」を実現するとしています。 民間事業者の
施設で調理したものを保温性の高い食缶で各校へ運ぶ
という方式で、自校調理ではありません。 自校方式が理
想ですが、各校に調理棟を新設するには財政や用地上の
課題があり、実現まで長期間を要するため、市では今年

まさたかの
　　視点・論点

度に民間事業者を募集し、20年に及ぶ長期契約を結ぶ予
定です。
　また給食費の無償化は、都が費用の1/2を補助するこ
とを受けて多摩地区26市のうち約半数が今年度から実
施しますが、当市は市負担となる年間3億円の拠出が難
しいとして見送ることになりました。 市議会ではこれ
を受け、3月議会最終日に政府に対して国の責任で無償
化を実現することを求める意見書を全会一致で採択し
て送付しました。
「子どもの権利条約」「こども基本法」を形にするため
東村山市こども計画策定へ
　2023（令和5）年に施行された「こども基本法」にもと
づき、市として0歳から若者世代までを対象とした計画
を今年度中に策定することになりました。 これまでの
様々な計画との最大の違いは、子どもや若者の声を形式
的に聴くのではなく、幅広く聴取して計画に反映させな
ければならないことです。 そして真に魂のこもった計
画にするには、市として実態調査と分析を本気で行うこ
とが不可欠です。 これまで財政難を理由に、子どもの貧
困問題の調査や、子どもの権利擁護のための機関設立等
に及び腰の姿勢を続けてきましたが、子どもや若者を主
権者として一人前に扱う本気の施策展開ができるかど
うか。 審議会の傍聴なども続けながら、政策形成過程を
注視し、引き続き物申していきたいと思っています。

市政や議会へのご意見、ご相談など、
どうぞお気軽に
FacebookやTwitter、ブログから発信中。 

「佐藤まさたか」で検索してみてください︕
メールアドレス︓
gachapin@sato-masataka.net

1963年日野市生まれ・慶應義塾大学経済学部卒・中高社
会科教員免許。大学卒業後、一貫して教育や保育の現場
に身を置き、2003年に東村山市議初当選。政党や特定の
団体の支援を受けない超党派無所属市議として6期目。
NPO法人多摩住民自治研究所副理事長／ローカル・マニ
フェスト推進連盟／市民と議員の条例づくり交流会議等
の運営委員／日本シティズンシップ教育フォーラム／子
どもの貧困対策センター「あすのば」／自治体学会等の
会員／全国の優れた政策実践に贈られる「マニフェスト
大賞」で最優秀賞1回、優秀賞2回受賞。

東村山市廻田町2-21-13
TEL. 042-398-5265

佐藤まさたか

声を聴き、足を運び、市政充実と議会改革に取り組んでいます
「佐藤まさたか市政レポート」は不定期の発行です。 佐藤まさたか本人とボランティアの仲間が、駅頭（主に東村山駅西口）配布やポス
ティングを行っていますので、連続してお届けできなかったり、発行日から時間が経っている場合もございますがご理解ください。 
バックナンバーは Web サイト（sato-masataka.net）でご覧いただけます。 

■あとがき■　お陰様で市議会に送り出していただき21年が経ち
ました。 政党や特定の団体の方針や意向ではなく、お会いするお
一人お一人のご意見やご提案を聴き、市内外の方から学び、自分自
身の考え方や政策提言に繋げ、市政や市議会の課題解決のために
発言・発信を続けてきました。 完全無所属をお約束し活動してい
る私にとって、定例議会後の報告と、次の議会直前の情報提供・共
有の場として継続している「まさたかミーティング」は生命線であ
り、ご参加くださる方に心より感謝申し上げます。 異なる考え方
から学ぶこともたくさんあり、私への支持云々は前提としていま
せん。ぜひ一度覗いてみてください。


